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星の子便り第5号。盛り沢山な内容でお届けします。
お楽しみください。	
 
今月のトピック 
○４月・５月の活動報告（渡辺）	

○６月の活動報告（山田・杉田） 
○７月の活動報告（渡辺） 
○山プロジェクトについて（山北） 
○夏休み子ども科学教室（杉田） 
○夏休みの宿題お片づけ＆工作（廣瀬・小野寺） 
○今後の活動予定 「４月企画のお弁当」	
  

メンバーが気持ちを込めたお弁当	
  
色とりどり	
＜4月活動報告＞��

2013.4.21「こどもの城に遠足に行こう！」�
��大人参加人数：32名�、子ども22名�
あらかわ遊園への遠足の予定でしたが生
憎の天気のため、青山のこどもの城に変

更になりました。	
  
子ども達はお弁当をとても楽しみにしてく
れます。手作りでなくても、一緒にお弁当を
食べることを喜んでくれるので、その笑顔
をみるのがメンバーにとっては一番のご馳
走かもしれません。	
  
企画はメンバーが交代で担当し、子どもの
ためにいろんな考えを練ります。遠足の際
は下見を行い、安全面に気を配ります。	
  
子どもが喜ぶ企画にしようと一生懸命です。	
  
（渡辺）	
  

↓　５月運動会のために子ども達が	
  
つくったポスターいろいろ	


＜5月活動報告＞��
2013.5.19「星美ホーム運動会」�
毎年恒例の運動会ですが、今年は施設の
建物改修計画にともない、秋から春に変更
となりました。	
  
天気に恵まれ、歓声が空に吸い込まれて
いきました。	
  
子ども達と一緒にいろんな競技に参加し、
メンバーはヘトヘト。	
  
気持ちよい汗をかくことが出来ました。	
  
（渡辺）	
  



＜6月活動報告＞�
2013.6.16「クレープ屋さんになろ
う！」�
大人参加人数：39名、子ども29名	
  
今回は料理を作るだけじゃなくて、お
客さんのためにメニューを考えたり、

買ったり注文に合わせて作ったりと
お店屋さん要素を入れたり、売上を
順位付けしたりと新しい要素を色々
入れてみました。	

うまくクレープ生地が焼けなかったり
ハプニングもありつつ、男の子も女

の子も、1年生から6年生までみんな
楽しんでくれたようです！	

進行とか少し疲れたけど、私のやっ
てみたかったことを実現できてとても
嬉しかったです☆（山田）	
  
	
  
今回は売上競争があって、子どもた
ちは大張り切り！考えたメニュー発
表の時はみんなもじもじしていたの

に、お買いものタイムになったら、声
を張り上げて呼び込みしたり、サンプ
ルを見せてお客さんにアピールした
り、頑張りとアイディアが飛び交って
いました！勝った班に賞品もないの

に真剣になっていたし、負けても文
句もなかったし、ゲーム性を持たせ
た企画者さんのナイスアイディアでし
た！（杉田）	
  

＜7月活動報告＞��
2013.6.16「飛鳥山公園に行こう！」�
大人参加人数：35名、子ども25名�
今年も暑い夏でした。恒例になってきた飛鳥
山公園噴水での水遊び。今年は公園併設
の博物館見学も加わりましたが、人気は水

遊びに集中。 �
今回も遠足お弁当がおいしそう。（渡辺）	
  

６月企画実施前にメンバーで打合せ	
  

クレープをつくって、	
  
販売する子ども達	
  



＜子ども科学教室＞	
  
8/2、5,6年生の女子4人と大人5人で
松江さんが講師をなさっている「夏休
みこども科学教室」に参加させてもら
いました。片道2時間の道のりでした

が、子どもたちはちょっと緊張しなが
らもラッシュの電車のマナーも完璧！
ちゃんと駅に着くごとに一旦降りて道
を空けていました。	

ＡＭはピンホールカメラを作って写真
を撮り、暗室で現像まで行いました。

デジカメと違って現像してみないとど
う撮れてるかわからないので大人も
わくわく。すでにある風景を撮る子が
多い中、小石を「カガク」に並べて被
写体にしたのはＡちゃんのとっても素

敵なアイディア。ほかの参加者の子
どもたちが続きを作ったようで、帰る
時には「2013カガク教室」になってい
ました。	

ＰＭ松江さんのプログラムは水と圧

力。導入で松江さんが「研究者」と「エ
ンジニア」の違いは？と聞きながらご
自分のお仕事の紹介をしていた姿は、
なんだかちょっといつもの松江さんと

違います。仕事をしている姿、仕事に
誇りをもっている姿はかっこいいです
ね。	

空気圧で噴き出す噴水はなかなかに
難しく、松江さんが付きっきりで手

伝ってくれて、噴き出た時は思わず
「やったー」。無事全員成功させてい
ただきました。	

メモを取りながらお話を聞いていた子、
知らない人ばかりの中でも、すこしず

つ「すみません、貸して下さい」「あり
がとうございます」が言えるようになっ
ていった子、大人に手伝ってもらわず
に全部自分の力で取り組んでいた子、
「なんで？不思議！」を見つけていた

子、電車内のマナーをほかの子に注
意してあげていた子。12時間がかり
の大冒険で、ちょっと疲れましたが、
大変貴重な経験をさせていただきま
した。松江さんありがとうございました。

（杉田）	


＜山プロジェクト＞	
  
山プロジェクトチームの第一弾はたんぽぽ
の７名と一緒に登山。	

子ども達はリーダーを先頭に列をつくり、先
生を挟んで、大人のフォーメーションは後ろ。	


登山中、私たちは心の中で何度もがんば
れ！と声援を送りながらそっと後ろから見
守るようについて行きました。	

途中、涙あり、わがままあり、道に迷いなが
らも、通り過ぎる人達に元気にあいさつし、
皆で励まし合い、助け合い、歌いながら、目

標タイム通りに登って下りてくることができ
ました。	

ゴール後は、つかれたーと言いながら、皆
で一緒にやり遂げた達成感をハニカみなが
らも感じている様子でした。	


途中で大人のペースまで気にしてくれる、
頼もしいリーダーの誕生に大きな拍手を送
りたいです。そして、リーダーに助けられ、
協力しながら信じてついていく姿。	

子ども達の底力は、私たちが想像以上に

パワフルで、言葉にならないほど素晴らし
いものでした。いつもわがままで甘えっ子
の子ども達が、１日登山という短い体験の
中で大きな成長を見せてくれました。	


凛々しいみんなの頑張りを心から褒めてあ
げたいです。	

下見登山で皆が議論したあの想い、チーム
ワークとは、達成感とは、信頼とは・・・・	

自然に生まれるから意味があるのですね。	


大はしゃぎのお風呂や、帰りのバスでは、
いつもの子ども達に戻り、私たちに甘えて
きて、やっぱりほほが緩んでしまいました。 	

もちろん、毎回こんなにスムースに進むと
は限りません。	


色々な方法で子ども達をサポートする私た
ちも、柔軟な対応が必要となってきます。	

参加の皆さん、どうぞよろしくお願いします。
（山北）	


登山の様子	
  



編集部から	
  
大変お待たせしました。星の子たより５号をお届け
します。メンバーから原稿をいただいておきながら
活動報告ばかりになってしまい申し訳ありません。
近いうちに別冊の形で紹介させていただきます。
楽しみにお待ちください。（今度はお待たせしない
ように頑張ります）（渡辺）	
  
山登りに科学教室、工作に宿題お片づけと、子ど
も達にとって盛りだくさんの夏になりましたね。汗と
涙と笑顔の夏。そして実りの秋へと突入ですね。
（吉留）	
  

今後の活動予定	
  
９月１５日（日）：「科学実験教室：科学の力で
アイスクリーム作り！」	
  
１０月２０日（日）：「水族館に行こう！」	
  
１１月１０日（日）：「電車で博物館へGO！」	
  

＜宿題お片づけ＆工作＞	
  
担当したYちゃんは、これまでも何度か
宿題のお手伝いをしていたのですが、
なかなか終わらず明日がタイムリミット
だというのに漢字と計算のドリル数

ページずつに夏休みドリルも所々空欄
で。。。	

これはもう全部終わらないなぁとあきら
めていたのですが、午前、午後と集中
力が無くなってやりたくない、もうムリ！	

と泣き言いう中、ひたすら励ましたり、

なだめすかしたり？しつつ本人も何と
かふんばって　　ついに！　　なんと、	

まさかの	

オールアップ　　いたしましたぁ！	

♪───Ｏ（≧∇≦）Ｏ────♪	
  
もう花束贈呈したい気分です！よく頑
張りました！3時過ぎる頃には周りにい
た子どもたちもYちゃんガンバレ！のプ
ラカードもつくってくれて（≧∇≦）	

これでYちゃんも、明日夏休み最後の1
日晴れ晴れした気分で過ごせることで
しょう！	

良かった、良かった*\(^o^)/*　（廣瀬）	
  
	
  
二週連続での工作教室はわたしたちも
凄く楽しませて頂きました。	
  
工作教室のきっかけになったAちゃんも
二連ネックレスを作りました。後ろを通
りかかった時に小さな声で｢これ、凄く

楽しい。｣と呟いたのをわたしは聞きも
らしませんでしたよ(^^)/	
  
何人もがまたやりたい！次はいつ？	

と物作りに興味を持ってくれました。	

自分で選んで作った世界でひとつの作

品は物を大切にすることも教えてくれま
す。子どもと一緒に遊ぶことも大事な
時間ですが工作教室もいろんな部分
が見えて勉強になりました。	

ご協力頂いた方々、本当にありがとう

ございました。（小野寺）	
  


